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内
閣
府

市
場
規
模
初
試
算

民
泊
や
フ
リ
ー
マ
ｌ
ヶ

ッ
ト
ァ
プ
リ
な
ど
、
主
に

個
人
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
介
し
て
モ
ノ
や
場
所
な

ど
を
共
有

（
シ

ェ
ア
）
す
る

「シ

ェ
ァ
リ
ン
グ
エ
コ

ノ
ミ
ー
」
に
つ
い
て
、
内
閣
府
は
２５
日
、
２
０
１
６

年
の
市
場
規
模
が
最
大
で
５
２
５
０
億
円
に
上
る
と

の
試
算
を
初
め
て
公
表
し
た
。
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）
に
反
映
す
れ
ば
、
９
５
０
億
～
１
３
５
０
億
円

押
し
上
げ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

【岡
大
介
】

内
閣
府
と
総
務
省
が
各

　

「
ス
ペ
ー
ス

（空
間
）
」

種
統
計
を
基
に
、
４
種
類

は
１
４
０
０
億
～
１
８
０

に
分
類
し
て
市
場
規
模
を

０
億
円
▽
メ
ル
カ
リ
な
ど

推
計
し
た
。
民
泊
な
ど
の

の
フ
リ
マ
ア
プ
リ
に
よ
る

個
人
売
要
な
ど
の
「モ
ノ
」

は
３
０
０
０
億
円
▽
家
事

代
行
な
ど
の

「
ス
キ
ル

・

時
間
」
は
１
５
０
億
～
２

５
０
億
円
▽
小
口
融
資
の

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
な
ど

「カ
ネ
」
は
１
５

０
億
～
２
０
０
億
円
程
度

と
そ
れ
ぞ
れ
算
出
し
た
。

急
拡
大
す
る
シ

ェ
ア
リ

ン
グ

エ
コ
ノ
ミ
ー
を
ど
う

計
測
し
、
経
済
統
計
に
取

り
込
む
か
は
、
国
際
的
に

も
関

心
が

高

ま

っ
て

い

る
。
政
府
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
算

出
方
法
を
改
定
す
る
際
、

反
映
さ
せ
た
い
考
え
だ
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

一
定
期
間
内

に
生
み
出
さ
れ
る
付
加
価

値
の
総
額
を
指
す
。
こ
の

た
め
、
同
じ
フ
リ
マ
ア
プ

リ
で
の
売
要
で
も
、
中
古

品
は
付
加
価
値
を
生
み
出

し
て
い
な
い
の
で
対
象
外

だ
が
、
自
分
で
製
作
し
た

手
芸
品
は
対
象
と
な
る
。

メ
ル
カ
リ
な
ど
仲
介
業
者

に
入
る
手
数
料
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ

に
計
上
済
み
だ
と
い
い
、

計
算
は
簡
単
で
は
な
い
。

「上
乗
せ
」
が
期
待
で

き
る
の
は
９
５
０
億
～
１

３
５
０
億
円
程
度
だ
が
、

実
際
に
は
そ
こ
か
ら

「経

費
」
を
差
し
引
く
必
要
が

あ
る
と
い
う
。
厳
密
に
計

算
す
る
と
、
上
乗
せ
額
は

さ
ら
に
小
さ
く
な
る
と
み

ら
れ
る
。

１７
年
度
の
名
目

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
５
４
８
兆
円
。

市
場
で
は
、
新
た
な
付
加

価
値
を
捉
え
よ
う
と
い
う

政
府
の
取
り
組
み
を
評
価

す
る
声
は
多
い
が

「現
時

点
で
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
与
え
る

影
響
は
限
定
的
だ
」

（
ア

ナ
リ
ス
ト
）
と
の
指
摘
が

出
て
い
る
。

シェアリガ エコノミーの市場規模
革
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②

株
一

個
人
の
株
主
数
は
２
０
１

７
年
度
に
初
め
て
延
べ
人
数

で
５
０
０
０
万
人
を
突
破
し

た
。
■
場
企
業
は
持
ち
合
い

株
の
解
消
を
迫
ら
れ
、
物
言

う
株
ｉ
の
攻
勢
に
さ
ら
さ
れ

る
。
安
定
株
主
を
求
め
る
企

業
に
と

っ
て
、
有
一肩
Ｌ
が
り

の
個
人
株
と
は
量
玉
な
存
在

だ
。
た
だ
株
式
の
保
有
額
が

多
い
高
齢
者
は
相
統
を
前
に

持
ち
株
の
処
分
に
動
く
。
個

人
の
保
有
比
承
も
過
去
最
低

を
更
新
し
、
個
人
を
巡
る
二

極
化
現
象
が
起
き
て
い
る
。

各
上
場
企
業
の
株
主
数
を

単
純
合
算
し
た
延

べ
人
数

個人 進 む二極化
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面

　

　

　

　

５０
万
　
４

・株
単

で
、

‐７
年
度
の
個
人
は
５
１

融
庁
）
。
従
来
型
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ

２
９
万
人
と
過
去
３
年
で
１２

Ａ
の
口
庫
数
は
す
で
に
１
１

％
増
え
た
。
裾
野
が
広
が
る

０
０
万
を
超
え
た
。

背
景
に
は
な
年
層
の
資
産
運

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
ス
マ

用

エ
ー
ズ

の
高

ま
り
が
あ

ホ
）
を
使

っ
て
株
式
を
少
額

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
購
入
す
る
な
ど
、
投
資
の
ハ

後
押
し
し
て
い
る
の
は
税

―
ド
ル
は
大
き
く

下
が

っ

制
の
優
遇
措
置
だ
。
今
年
か

た
。
個
人
型
の
確
定
拠
出
年

ら
始
ま

っ
た
積
み
立
て
型
の

金

（
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ

ｏ
）
も
身
近

少
額
投
資
非
課
税
制
度

「
つ
　
に
な
り
、
と
後
に
不
安
を
持

み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
は
、
３
　
つ
現
役
層
が
資
産
運
用
に
踏

月
末
時
点
で
Ｈ
座
開
設
数
が

み
切

っ
て
い
る
。

５０
万
を
超
え
た
。

「
２０
～
４０

　

個
人
を
取
り
込
も
う
と
、

代
で
新
た
に
投
資
を
始
め
る

企
業
も
投
資
家
向

け
広
報

層
が
広
が
り

つ
つ
あ
る
六
金
　

（
Ｉ
Ｒ
）
や
株
主
優
待
の
充

若者開拓も高齢者は売却

保
有
比
率
は
１７
％
と
過
去
最

低
に
な

っ
た
。
個
人
株
主
の

獲
得
に
成
功
し
た
は
ず
の
オ

リ

ッ
ク
ス

（７

・
６
％
）
や

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

（
４

・
５
％
）
で

さ
え
、
個
人
比
率
は
ま
だ
２

ケ
タ
に
届
か
な
い
。

底
流
に
は
「
大
相
続
時
代
」

を
迎
え
、
株
式
保
有
額
の
大

き
い
高
怖
者
に
よ
る
持
ち
株

の
処
分
が
あ
る
。
上
場
株
は

相
続
税
の
評
価
で
不
動
産
の

よ
う
な
優
週
措
置
が
な
い
。

対
面
型
証
券
で
は
７０
～
８０
代

の
顧
客
が
多
く
、
相
続
に
備

え
て
保
有
株
売
却
に
動
く
ケ

ー
ス
が
後
を
絶
た
な
い
。

大
手
証
券
の
幹
部
は

「
こ

の
ま
ま
で
は
証
券
業
界
が
構

一

造
不
況
業
種
に
な
り
か
ね
な

い
」
と
危
機
感
を
あ
ら
わ
に

す
る
。
企
業
や
証
券
会
社
が

個
人
株
主
数
の
伸
び
を
素
Ｈ

に
喜
べ
な
い
厳
し
い
現
実
が

あ
る
。

%目 循



の
一

家
計
保
有
投
信

誤
計
上

日銀 統計ミス

個
人
の
代
表
的
投
資
商

品
で
あ
る

「投
資
信
託
」

の
家
計
保
有
額
が
、
日
銀

の
統
計
作
成
時
の
誤
り
で

３０
兆
円
以
上
も
過
大
計
上

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
た
。
近
年
順
調
に
増
加

し
て
い
る
と
さ
れ
て
き
た

投
信
保
有
額
が
、
実
際
は

減

っ
て

い
た

こ
と

に
な

り
、

「貯
蓄
か
ら
投
資
」

が
進
ん
で
い
る
と
信
じ
て

き
た
証
券
業
界
に
衝
撃
が

広
が

っ
て
い
る
。

過
剰
計
上
が
あ

っ
た
の

は
、
金
融
機
関
や
家
計
な

ど
各
部
門
の
資
産
や
負
債

の
推
移
な
ど
を
示
す

「資

金
循
環
統
計
」
。
同
統
計

で
は
年
１
回
調
査
方
法
を

見
直
す
改
定
を
行

っ
て
お

り
、
今
年
６
月
下
旬
発
表

分
の
改
定
値
を
算
出
す
る

際
に
過
剰
計
上
が
見
つ
か

っ
た
。

２
０
０
５
年
以
降
の
数

値
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
改
定

し
た
結
果
、
Ｗ
年
１２
月
末

の
家

計

の
投

信

保

有

額

は
、
改
定
前
の
１
０
９
兆

１
０
０
０
億
円
か
ら
約
３３

兆
円
少
な
い
７６
兆
４
０
０

０
億
円
ま
で
激
減
。
個
人

金
融
資
産
に
占
め
る
投
信

の
割
合
も
、
改
定
前
は
１２

年
の
３

・
８
物
か
ら
‐７
年

の
５

ｏ
８
物
ま
で
上
昇
し

て
い
た
が
、
改
定
後
は
１４

年
の
４

・
６
物
を
ピ
ー
ク

に
低
下
し
、
Ｗ
年
は
４

・

１
夕
ま
で
下
落
し
て
い
た

こ
と
が
分
か

っ
た
。

こ
れ
ほ
ど
大
き
な
修
正

が
生
じ
た
の
は
、
国
銀
が
、

ゆ
う
ち

ょ
銀
行
が
保
有
す

る
投
信
を
個
人
が
保
有
し

て
い
る
も
の
と
誤

っ
て
計

算
し
て
い
た
こ
と
が
原
因

だ
。家

計
の
保
有
額
は
、
投

信
の
総
額
か
ら
、
金
融
機

関
な
ど
他
部
門
の
保
有
額

を
差
し
引
く
こ
と
で
算
出

し
て
い
る
。
関
係
者
に
よ

る
と
、
国
銀
が
改
定
作
業

を
行
う
際
、
ゆ
う
ち

ょ
銀

の
保

有

分

で
こ
れ

ま

で

「外
国
債
券
」
と
し
て
い

た
費
産
の

一
部
が
実
は
投

信
だ

っ
た
こ
と
が
判
明
。

改
定
後
は
そ
の
分
だ
け
金

融
機
関
の
投
信
保
有
額
が

膨
ら
み
、
逆
に
家
計
保
有

分
は
減
額
さ
れ
た
。
ゆ
う

ち

ょ
銀
が
近
年
、
比
較
的

利
回
り
の
い
い
投
信
の
保

有
額
を
急
増
さ
せ
て
い
た

こ
と
も
、
「誤
差
」
の
巨
大

化

に

つ
な

が

っ
た
よ

う

だ
。日

銀

調

査

統

計

局

は

「調
査
項
目
が
多
数
あ
り
、

家
計
の
金
融
資
産

開
警

者

（
ィ国
歎
補
穀
篠
歌
朝
都
能
蜘
海
旅
肺
穂
韓
雑

現
預
金
、
株
式
、
投
資
信
託
な
ど
の
金
融
商
品
の
合

計
。
日
銀
が
四
半
期
こ
と
に

「資
金
循
環
統
計
」
で

公
表
し
て
お
り
、

１８
年
３
月
時
点
の
総
額
は
１
８
２

９
兆
２
０
５
億
円
。
資
産
る
と
の
比
率
は
、
現
預
金

が
５２
物
▽
保
険

・
年
金
準
備
金
２８
物
▽
株
式
６
物
▽

投
資
信
託
４
物
―
―
な
ど
。
現
預
金
は
近
年
５２
夕
前

後
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

「
貯蓄から投資」実態は逆

見
直
し
が
追
い
つ
か
な
か

っ
た
」
と
釈
明
す
る
が
、

証
券
業
界
は

「３０
億
円
な

ら
分
か
る
が
、
個
別
指
標

で
３０
兆
円
も
変
わ
る
改
定

は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」

（大
手
証
券
幹
部
）
と
怒

り
心
頭
だ
。

政
府
や
証
券
業
界
は
、

現
預
金
に
偏
る
家
計
の
資

金
が
、
経
済
成
長
に
資
す

る
企
業

へ
の
投
資
資
金
と

し
て
回
る
よ
う
な
政
策
を

進
め
て
き
た
。
国
銀
の
統

計
に
基
づ
く
投
信
保
有
額

の
増
加
は
政
策
効
果
の
表

れ
と
み
て
い
た
だ
け
に
、

金
融
庁
幹
部
は

「我
々
の

認
識
以
上
に
個
人
の
投
資

へ
の
動
き
が
進
ん
で
い
な

い
な
ら
、
改
め
て
ど
う
す

べ
き
か
考
え
な
い
と
い
け

な
い
」
と
厳
し
い
表
情
を

見
せ
た
。
　

【小
原
擁
】
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の

投
資
家
が
過
去
に
発
行
さ
れ
た
社
債
の
大
量
償
還
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。
２
０
１

８
年
は
金
融
危
機
前
後
に
発
行
さ
れ
た
１０
年
物
や
、
口
銀
に
よ
る
ゼ

ロ
金
利
政
策
の
導

入
前
に
発
行
さ
れ
た
２０
年
物
の
利
回
り
の
高
い
社
債
が
相
次
ぎ
償
還
す
る
た
め
だ
。
投

資
家
は
そ
の
穴
を
埋
め
る
た
め
よ
り
年
限
が
長
い
超
長
期
債
に
資
金
を
振
り
向
け
る

が
、
そ
の
分
、
将
来
の
金
利
上
昇
で
損
失
を
被
る
リ
ス
ク
も
高
ま

っ
て
い
る
。

地
銀
、
金
利
リ
ス
ク
高
ま
る

「
年
限
の
長
い
も
の
ほ
ど

一額
の
２
～
２

・
５
倍
の
応
募

「
年
限
の
長
い
も
の
ほ
ど

一額
の
２
～
２

・
５
倍
の
店
募

需
要
が
大
き
か

っ
た
」
。

１３

一
が
あ

つ
た
。

３０
年
垢

‐１こ
は
と

社債大量償還、悩む
超長期債に資金振り向け

晴
．Ｐ

む
儲
い
な
東
京
ガ
ス
の

一
命
保
険
会
社
な
ど
超
長
期
債

一
グ
で
、
金
融
機
関
の
借
り
入

一　
過
去
の
高
い
利
回
り
の
社

抑
沖
い
や
中
球
中
韓
牛
中
非

一
〕
中
申

つ ど 組
”
「
一
い
一
却
け

一申
”
］
中
却
ル
中
中
申
申
球

一等
牢
”
”
【
却
眸
↑
の
中
キ

蛇守前貯獅邦晦柳賄鋼ゲ一隊錬４００年．帥彰ザピ一岬い

不
況
に
直
面
す
る
タ
イ
ミ
ン

一
５
％
と
半
分
に
満
た
な
い
。

債
が
次
々
と
償
還
を
迎
え
て

一
を
伸
ば
し
て
い
る
。
地
方
自

帥銘府的梓嘩難部昨練跳一針鉢つ離嘘硼雌“碑兜沌

金
利
水
準
が
大
き
く
下
が

一
買
い
手
の
常
連
組
か
ら

「
需

っ
た
た
め
、
投
資
家
は
同
年

一要
急
増
で
思
う
よ
う
な
額
を

銀
は

「
２０
年
債
や
３０
年
債
で

金
利
変
動
リ
ス
ク
を
負
い
す

ぎ
る
の
は
危
険
だ
」

（投
資

顧
間
会
社
）
。

金
融
庁
は
１３
日
に
公
表
し

た
地
銀
を
対
象
に
し
た
モ
ニ

タ
リ

ン
グ
結
果
で
地
銀

の

「
円
金
利
リ
ス
ク
量
は
自
己

資
本
対
比
で
主
要
行
の
３
倍

近
い
」
と
指
摘
し
た
。
円
や

外
貨
の
金
利
が
と
も
に
３
月

末
比
で
０

。
５
％
上
昇
す
る

と
地
銀

の
４
分

の
１
超

で

「
期
間
収
益
を
Ｌ
回
る
含
み

損
が
発
生
す
る
」
と
い
う
。

地
銀
の
不
祥
事
や
三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
モ
ル
ガ
ン

・
ス
タ
ン
レ

―
証
券
の
国
債
先
物
取
引
に

絡
む
不
正
を
受
け
マ
イ
ナ
ス

金
利
の
副
作
用
に
も

一
段
と

注
目
が
集
ま
る
。
将
来
の
政

策
調
整
に
備
え
て

「
今
の
う

ち
に
金
利
リ
ス
ク
を
減
ら
し

て
お
く
べ
き
だ
」

（和
キ
ャ

ピ
タ
ル
の
小
栗
直
登
氏
）
と

の
声
も
あ
が
り
は
じ
め
た
。

リ
ス
ク
に
日
配
り
し
な
が
ら

大
量
償
還
を
乗
り
越
え
ら
れ

る
か
。
社
債
投
資
家
の
試
練

の
時
が
続
き
そ
う
だ
。

（富
田
美
緒
）

・一

ケ
///午  胃 &々



②

株

「売
る
権
利
」
取
引
活
発

米
中
摩
擦
投
資
家
、下
値
に
備
え

株
式
市
場
で
株
価
下
落
に

備
え
る
動
き
が
広
が
る
。
日

経
平
均
株
価
の
オ
プ
シ
ョ
ン

取
引
で
は
プ

ッ
ト

（売
る
権

利
）
の
売
買
が
増
え
、
投
資

家
の
強
気
と
弱
気
を
測
る
指

標
で
あ
る

「
プ

ッ
ト

・
コ
ー

ル

・
レ
シ
オ
」
は
ｈ
年
ぶ
り

の
水
準
で
高
止
ま
り
す
る
。

米
中
貿
易
摩
擦
が
激
し
く
な

一け
一．‐り
１‐
十日一
相
稲

え
た
。
値
動
き

も
荒
く
な

っ
て

お
り
投
資
家
は

先
行
き
に
警
戒

感
を
強
め
て
い

る
。オ

プ
シ
ョ
ン

取
引
で
は
決
め
ら
れ
た
期
日

（満
期
）
に
決
め
ら
れ
た
価

格

（権
利
行
使
価
格
）
で
株

式
な
ど
を
売
る
権
利

（プ

ッ

ト
）
や
買
う
権
利

（
コ
ー
ル
）

を
売
買
す
る
。
プ

ッ
ト
を
買

っ
て
お
け
ば
日
経
平
均
が
権

利
行
使
価
格
を
下
回
る
と
利

益
が
出
る
。
現
物
株
を
持

つ

投
資
家
に
と

っ
て
は
将
来
の

株
価
下
落
に
備
え
た
「
保
険
」

の
役
割
を
果
た
す
。

Ｈ
日
は
ト
ラ
ン
プ
米
政
権

に
よ
る
中
国

に
対
す
る
追

加
関
税
の
発
表
を
き

っ
か
け

に
ア
ジ
ア
の
株
式
市
場
に
売

り
が
広
が
り
、
東
京
市
場

で
も
下
げ
が
加
速
し
た
。
日

経
平
均
が
節
目
の
２
万
２
０

０
０
円
を
下
回
る
と
、
プ

ッ

ト

の
取
引

が
急
速

に
膨

ら

ん
だ
。
権
利
行
使
価
格
が
２

万
１
５
０
０
円
の
プ

ッ
ト
の

売
買
高
は
７
～
９
月
物

の

合
計
で
８
０
０
６
枚
と
過
去

５
日
間

の
２
倍

に
増
加
し

た
。

２
万
２
１
０
０
円

の

プ

ッ
ト
も
１

・
５
倍
に
な

っ

た
。プ

ッ
ト
の
建
玉

（未
決
済

残
高
）
を
コ
ー
ル
の
建
玉
で

割

っ
て
算
出
す
る
プ

ッ
ト

・

コ
ー
ル

・
レ
シ
オ
は
、

１１
日

時
点
で
１

・
７
倍
台
と
０７
年

７
月
以
来
の
高
水
準
だ
。
こ

の
値
が
大
き
い
ほ
ど
投
資
家

が
下
落
に
備
え
て
い
る
こ
と

を
示
す
。
東
海
東
京
調
査
セ

ン
タ
ー
の
仙
石
誠
氏
は

「
相

場
の
下
落
が
続
け
ば
プ

ッ
ト

の
売
り
手
側
が
損
失
回
避
で

株
価
指
数
先
物
を
売
る
た
め

下
げ
が
加
速
し
や
す
い
」
と

指
摘
し
て
い
る
。

|  プットロコール・レシオは
1  11年′Sミ リ高水準

1118「

倍

1,61

1141

1  1
1112-

1∩ |

ク2日後

を
計
算
し
た
。

（頼超流側弛奉＝４５，８％一
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